
東海スポーツ傷害研究会 臨時幹事会議事録 
 

日 時 1回目）2022年 11月 17日（木）19：30～20：55 

2回目）2022年 11月 22日（火）19：30～20：50 

場 所 三笠製薬（株）Zoomシステムにて実施 

出席者 11月 17日（木）出席者 

亀山 泰、酒井忠博、杉本勝正、武長徹也、塚原隆司、土屋篤志、 

尾藤晴彦、福田 雅、山路倫生、吉田雅人、 

以上 10名（敬称略五十音順） 

 

11月 22日（火）出席者 

河野公昭、小林寛和、近藤精司、杉本勝正、寺林伸夫、野崎正浩、 

藤井千博、山賀 寛 

  以上 8名（敬称略五十音順）                    

三笠製薬（株） 橋本、今渕、西川、上野 

 

 

※今回の臨時幹事会は主旨としてより多くの幹事の先生方のご意見等を伺うため、 

同内容を 2日間行う事とする。 

2日間の臨時幹事会にて話し合われた内容を要約して議事録とする。 

 

【議題】 

 

1） 次回 2023年の研究会、当番幹事尾藤先生ご挨拶と内容確認 

2） 2024年開催予定、当番幹事野崎先生のご挨拶と内容確認 

3） 各大学主任教授顧問依頼について 

4） 事務局移動のタイムスケジュール 

5） 当番幹事、事務局の仕事内容の確認、仕分け等 

              

【議事の経過】 

 

代表幹事 杉本先生より 

 

 次回より研究会の体制が変更する事から、多くの先生にご意見をお聞きしたく 

臨時幹事会を 2回行う事となった。 

この会は半世紀近く続いているため、この先も継続していきたいと思う。 

 名古屋市立大学に事務局を置くため、吉田先生と武長先生にもご出席いただいた。 



1） 次回 2023年の研究会、当番幹事尾藤先生ご挨拶と内容確認 

 

尾藤先生より 第 45回（2022年 2月 19日）は今のところは現地開催の予定。 

コロナ感染拡大の状況により現地開催か web開催かの判断をする。 

その際は代表幹事の杉本先生と当番幹事の尾藤先生にて決定する事を一任いただく。 

 

2） 2024年開催予定、当番幹事野崎先生のご挨拶と内容確認 

 

野崎先生より 第 46回は基本的に従来通りの形式で行う事を考えている。 

会場については大学の講堂を利用する事を考えている。 

第 46回の会場・日程・特別講演を決め、お知らせする。 

 

3） 各大学主任教授顧問依頼について 

 

杉本先生より 各大学の主任教授に顧問の依頼をお願いしたい。 

現在の状況を教えて欲しい。 

 

名古屋大学：塚原先生より 石塚先生へ依頼をお願いする。 

愛知医科大学：山路先生より 11月に高橋伸典先生が教授に就任。高橋先生へ依頼をお

願いする。→ 高橋伸典教授より顧問就任の受託をいただく。 

岐阜大学：寺林先生へ依頼をお願いする。 

藤田医科大学：河野先生へ依頼をお願いする。 

浜松医科大学：尾藤先生より小山先生へ依頼をお願いする。 

三重大学： 

 

4） 事務局移動のタイムスケジュール 

 

三笠製薬が現在行っている業務を年間スケジュールとして提示。 

名古屋市立大学の吉田先生よりご意見を伺う。 

吉田先生より  

1. シグマックスのサポート：当日の受付・協賛金 100,000円 

2. 三笠製薬が行っていた業務をそのまま引き継ぐ事は難しい。 

3. 会場費（ウインクあいち）等、費用がかかる場所では赤字となるため実質は無理で

ある。 

4. タイムテーブルを観る限り人員が足りない。 

5. 今までかかっていた費用の見直しを行う事が必須である。 

 

5） 当番幹事、事務局の仕事内容の確認、仕分け等 

 

  ○以前より費用が多くかかっている事を把握している。 

 当研究会の様にメーカーが撤退し自分たちで行っているケースがあれば教えて欲しい。 

 

○ホームページのバナー料・会費の徴収・研究会当日の企業展示料等で予算を 

 確保する事を考えている。 

 

○当日の参加費を見直す必要があるのではないか。 



○事務局が行う作業として、論文に関わる作業が一番大変ではないか。 

 

○現在論文を投稿する際は投稿料を徴収する学会が存在している。 

 東海スポーツでも今後 5,000円程度を徴収する事を検討したい。 

 抄録に付いても同額を徴収するのか。 

 論文は査読後、投稿者にホームページに掲載出来る形で PDFとして提供していただく 

事はどうか。（論文を外注にて加工する費用を抑えるため） 

 

  ○チラシやプログラムは当番幹事に作成していただかなければならないのではないか。 

 

  ○チラシの配布等も廃止し、メールでの案内をする事はどうか。 

   また SNSを活用し、広報してみてはどうか。（現在の研究会 HPはスマートフォン対応 

は行っていない） 

   Google Formsを使用する事を検討してみてはどうか。 

 

○事務局が移動するため、名古屋市立大学へサーバーの移築が可能か。（ホームページ） 

 

○新たな共催会社であるシグマックスに当研究会の開催案内等を依頼する事は可能か。 

 

 

 

                                    以上 


